
別記 

 

（書式１）【候補者用】 

① 立候補者の 

姓名と所属 

姓名： 米田 稔 

所属： 京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻 

② 立候補の理由と 

抱負（400 字程度） 

 2011 年の福島原発事故以来、リスク研究者以外も様々なリスクの存在を認識

し、政策判断においてリスクを検討するケースが増えているように感じられる。

しかし、その認識方法はまだまだ感覚的なものも多く、リスクトレードオフの存

在下での論理的判断、最適解の探求からは離脱しているものも多いと思われる。

今、我々リスク研究者は人々のリスク認知構造の変革を促すべく立ち上がるべき

時ではないかと考える。私はリスク研究者の日本随一の組織である日本リスク研

究学会がその変革の先導者であるべきだと考えている。本学会がその使命を果た

すために、なんらかの貢献ができればと考え、２年前に本学会理事に立候補し、

理事に選出して頂いたが、まだまだ満足な貢献ができていない。今後も以下のよ

うな抱負を実現することを目指して、理事へ立候補する。 

１．リスク教育体系の整備において、本学会の立場を明確にし、指導的立場を確

立する。 

２．様々なリスクの削減のために、国や人種の壁を越えたリスク研究者の協力体

制を確立し、リスク研究者らの各国政策への発言力を高める。 

３．人々の本当の幸福のために、リスク研究者が貢献できることはなにかを本学

会員とともに考え、多くの市民らから必要とされる学会にしたい。 

②  本学会におけ

る活動歴 

本学会創立時からのメンバーである森澤眞輔元理事のサポートをする形で、長年

に渡って、本学会の研究発表会の運営などに関わってきた。連名が多いが、今ま

でにも 10 編以上の研究発表を本学会研究発表会にて行っており、本学会の研究

発表会やシンポジウムが京都大学で開催される場合は、常に実行委員としての貢

献を果たしている。３年前の研究発表会では、実行副委員長を務め、各種企画の

立案運営を行い、２年前からは本学会理事として編集担当として活動している。 

④ 研究歴・職歴等 

（100 字以内） 

（研究歴） 

大学院生時代から、土壌・地下水の汚染リスク評価や、環境放射能被ばくリスク

評価といった研究を行ってきた。近年は福島原発事故によって、避難していた人

たちのスムーズな帰還を促すような研究を進めている。 

 

（略歴） 

1985年 4月：京大学工学部助手 

2000年 4月：京都大学大学院工学研究科助教授 

2007年 8月：京都大学大学院工学研究科教授 

2017年 4月：京都大学大学院工学研究科副研究科長 

 

 

 



 

（書式２）【推薦者用】 

① 推薦する候補者

名 

米田 稔 

 

② 推薦者の 

姓名と所属 

新山 陽子・立命館大学経済学部経済学科 

 

③ 推薦理由 

（400 字程度） 

候補者は、人に対する毒性が十分に把握されていない生活環境中の有害化学物質

について、毒性を細胞レベルで実測し、環境モニタリング、環境動態モデル、曝

露評価モデル、生理学的薬物動態モデル、数理発がんモデルなどを組み合わせて、

有害物質の摂取から健康影響発現までをモデル化し、リスクを定量評価する枠組

みの構築に取り組んでおり、リスク研究の中心に身を置いている。また、京都大

学の全学的なリスク研究ネットワークを設立し、３年前の本学会年次大会の京都

大学開催時には、副実行委員長を務め、企画立案に携わり、学会運営にも直接貢

献した。そのなかで常に分野横断的な組織化と企画を行っており、リスク研究と

いう視点で分野横断的組織化と議論の蓄積を特徴とする本学会の運営に貢献し

うる実績をもつ。これらの実績の下、２年前より当学会の理事に選出され、機関

誌の編集などに尽力している。また、ネットワークにおいては、海外大学との共

同シンポジウムや若手の海外派遣など、国際的取り組みの実績をもち、今後も本

学会の国際対応強化への寄与も期待できる。以上より、候補者は本学会の理事と

して適任であると考え推薦するものである。 

 

 


